
《13》 広報によど川 3月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

　
平
成
二
十
二
年

度
の
総
合
健
診
の

日
程
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
病
気

の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
、
生
活
習

慣
病
予
防
、
介
護

予
防
の
た
め
に
も

年
に
一
回
は
健
診

を
受
け
ま
し
ょ

う
。
　
総
合
健
診
は
各

世
帯
に
配
布
す
る

「
受
診
希
望
調
査

票
」
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
お
住
ま
い
の

地
区
以
外
で
の
健

診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
最
寄
り
の

担
当
課
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

☆
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
「
乳

が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
」
の

勧
奨
に
つ
い
て

　
国
で
は
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

四
年
間
、
女
性
特
有
の
が
ん
予
防

対
策
と
し
て
受
診
勧
奨
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
「
が

ん
検
診
手
帳
」
と
医
療
機
関
等
で

平成22年度総合健診と女性特有のがん検診について

無
料
で
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
「
ク

ー
ポ
ン
券
」
を
町
が
交
付
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
対
象
者

　
平
成
二
十
一
年
の
四
月
二
日
か
ら

二
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
左

記
の
年
齢
に
達
し
た
女
性

①
子
宮
頸
が
ん
　
20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、

35
歳
、
40
歳
で
平
成
21
年
度
中
に

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

②
乳
が
ん
　
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55

歳
、
60
歳
で
平
成
21
年
度
中
に
検
診

を
受
け
て
い
な
い
方

が
ん
検
診
手
帳
と
ク
ー
ポ
ン
券
の

交
付
　
六
月
に
行
わ
れ
る
池
川
地
区
総
合

健
診
終
了
後
に
「
が
ん
検
診
手
帳
」

と
「
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
配
布
予
定
で
す
。

医
療
機
関
等
で
無
料
検
診
で
き
る
の

は
、
そ
れ
ら
を
受
け
取
っ
た
後
と
な

り
ま
す
が
、
都
合
に
よ
り
交
付
以
前

の
検
診
を
ご
希
望
す
る
方
は
、
担
当

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
役
場
保
健
福
祉
課
 

　
☎
３
５
・
０
８
８
８

　
池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
　
　

　
☎
３
４
・
２
３
２
１

　
仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
　
　

　
☎
３
２
・
１
１
３
２

　消火器は火災時の初期消火にとても有効ですが、サビや変形などして著しく腐食の進んだ消火器は、いざと

いう時に使用できない場合や、操作した時に破裂し思わぬ大事故に至る危険があります。このような消火器は、

使用せず廃棄処分を消防用設備業者・販売店に依頼し、新しいものに交換しましょう。　

危険性のある消火器の例

☆底面がさび付いている

☆本体が変形している

☆ホースがひび割れしている

☆安全ピンが外れている

　　　　　　　　　　　など

※町では消火器の収集はして

　おりません。

問い合わせ

　高吾北消防本部 予防係

　☎０８８９－２６－２１１１

ご家庭の消火器は大丈夫ですか？



広報によど川 3月号 《14》

町議会3月定例会開会

仁淀川町行事カレンダー（3月・4月）

☆犬と猫の引き取り日は、午前１０時までに最寄りの庁舎に連れてきてください。

……… ………

昨年中の佐川署管内刑法犯発生状況と町別発生状況をお知らせします。

各種犯罪被害に遭うことのな

いよう、日頃から防犯意識を

身につけましょう。

地域安全アドバイス 高吾北地区地域安全協会事務局
（佐川警察署刑事生活安全課内） ☎２２－０５６0



文
　芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広 告

《15》 広報によど川 3月号

仁
淀
俳
壇

市
川
　
千
秋

十
指
ま
だ
働
く
気
力
春
立
つ
日

中
越
　
楠
恵

待
ち
か
ね
て
声
の
揃
わ
ぬ
豆
を

撒
く

川
上
　
純
子

受
験
す
る
孫
に
受
け
来
る
守
り

札

西
森
　
今
子

石
段
の
桜
の
莟
動
き
出
す

植
田
　
秋
恵

口
ひ
げ
も
男
の
お
洒
落
春
霞

松
岡
　
豊
子

放
流
の
ダ
ム
の
猛
り
や
春
立
ち

ぬ

田
村
　
大
陸

ほ
の
と
見
ゆ
遠
嶺
の
肌
や
近
き

春

吉
田
豊
之
祐

道
の
辺
の
踏
ま
れ
る
定
め
佛
の

座

古
味
　
幸
子

そ
の
昔
父
の
座
の
あ
り
囲
炉
裏

の
間

田
村
　
千
草

猟
名
残
知
る
や
知
ら
ず
や
犬
は

や
る藪

柑
子
句
会荒

木
　
青
踏

妻
の
句
を
た
の
ま
れ
て
書
く
初

硯

高
橋
　
幸
恵

ク
レ
ー
ン
で
磨
く
龍
馬
の
懐
手

片
岡
代
美
子

暮
ら
し
ぶ
り
昭
和
の
ま
ま
や
年

明
く
る

井
上
　
美
智

除
夜
の
鐘
ひ
と
つ
ふ
た
つ
と
湯

に
沈
む

小
崎
　
千
恵

雑
炊
や
飾
る
こ
と
な
く
生
き
し

父
母

掛
水
　
妙
子

年
の
瀬
や
赤
信
号
の
長
か
り
し

尾
崎
マ
チ
エ

父
の
忌
は
い
つ
も
し
ん
し
ん
雪

が
降
る

高
橋
　
房
子

寅
歳
の
小
さ
き
手
も
あ
り
大
火

鉢

上
岡
　
利
寿

日
脚
伸
ぶ
厨
の
窓
の
夕
明
か
り

河
渕
喜
代
美

人
形
が
ま
さ
か
の
元
旦
ご
挨
拶

藤
原
　
竹
子

北
風
の
う
な
る
裏
山
伝
記
読
む

結
城
　
華
子

正
月
や
濃
ゆ
き
緑
茶
を
先
づ
夫

へ

岡
林
　
鶴
子

集
ま
れ
ば
血
圧
話
春
近
む

投
稿

俳
句

押
岡
　
種
尾

早
春
の
ひ
か
り
と
ど
め
て
山
の
畑

鎌
倉
　
信
夫

年
の
瀬
や
帰
り
子
供
に
宝
く
じ

尾
﨑
　
幸
野

待
ち
侘
び
し
春
が
来
た
よ
と
囁

や
か
れ大

崎
小
2
年 

岩
本
ゆ
う
じ

の
け
ぞ
っ
て
見
上
げ
る
夜
空
き

れ
い
だ
な

ぞ
う
す
い

く
り
や

こ

つ
ま

と
し

せ

ふ
と
こ
ろ
で




